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グラフェン，フォスフォレンや単層の遷移金属ダイカルコゲナイド（TMDC）等の機能性原子

薄膜材料は，二次元的層状構造に起因する様々な特異物性を示す。それらを利用し，電子・光素

子，触媒，太陽電池や熱電素子など，幅広い分野での応用展開を目指す研究が精力的に行われて

いる。応用物理学会は，これらの研究成果の発表に関して国内における中心的な場として機能し

ており，今後もその役割が期待される。このような状況を鑑み，国内研究グループ間の交流と，

応物学会員に対する当該分野の研究動向情報を提供することを目的として，第 75回秋季学術講演

会（札幌）において「機能性原子薄膜化合物材料の新展開」，第 76 回秋季学術講演会（名古屋）

において「機能性原子薄膜化合物材料の応用展開」の各シンポジウムを開催してきた。各回とも

多くの参加者を得て研究者間の交流が活発化し，講演発表数も増えてきていることから，当初の

開催目的を達成できていると考えている。 

一方で，今後の本格的な応用展開を見据えた時の重要な課題としては，機能性原子薄膜材料の

薄膜成長技術の確立があげられる。特に，TMDC 機能性原子薄膜材料については，諸外国と比較

して高品質・大面積成膜技術への取り組みが遅れており，この現状を打破するためには，関連研

究者が一堂に会して「その場」で議論する機会を設けることが極めて重要である。そこで，機能

性原子薄膜材料の成膜技術に関して集中的に議論することを主眼とする本シンポジウムを企画し

た。TMDC 機能性原子薄膜の成膜技術については，大別すると下図に示すような手法の研究が行

われている。本シンポジウムでは各手法について先駆的成果を上げてきた研究者によるチュート

リアル講演，および精力的に実験を進めている若手研究者による招待講演を企画している。さら

にパネルディスカッションにより，ポスター講演では困難な，多くの研究者が一堂に会すること

ができるような議論を行う予定である。また成膜手法だけではなく，薄膜形成の際には必ず問題

となる「基板」の選定やその表面処理，さらには薄膜の具体的応用に関する議論も行いたい。 

 

 

Various methods for preparing 

atomic layers of TMDC. 

第77回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2016 朱鷺メッセ (新潟県新潟市))14p-A33-1 

© 2016年 応用物理学会 100000001-161


